
令和２年２月２８日  

 保護者 様 

鹿沼市立南摩小学校長 大塚 英子  

 

児童の臨時休業時における家庭での過ごし方について 
 

日頃より本校の教育活動におきましては様々なご支援やご協力をいただきありがとうございます。 

 さて、新型コロナウィルスの流行による感染拡大防止に伴う臨時休校中における家庭での学習につい

て、下記のような学習の対応としたいと思います。ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
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※臨時休校中に学習面で心配や不安なことがありましたら、学校にご連絡ください。 

 

【臨時休業時の学習のてびき・・・（ ５ ）年】 

 

   ◎は、誰もが取り組む内容です。 

   〇は、自分で選んで取り組む学習です。 

 

＜国語＞ 

  ◎ 読書をする。（３０分以上） 

  ◎ 教科書の音読練習をする。（カードに記入） 

  ◎ 漢字練習をする。（ドリルを使っていつものように） 

  〇 詩、俳句、短歌などを作り、作文帳に書く。 

  〇 日記を書く。 

＜算数＞ 

  ◎ 教科書の「しあげのもんだい」・「力をつけるもんだい」 

   「おぼえているかな」・「ほじゅうのもんだい」・「おもしろ問題 

    にチャレンジ！」のページで、できるところを自主学習帳に 

やる。（丸付け、直し） 

  ◎ 算数ドリルやプリントなどの直しや復習をやる。 

＜社会＞ 

  ○ 都道府県、山地、山脈、平野、河川などを覚える。 

  〇 教科書を読む。 

＜理科＞ 

  〇 教科書を読む。 

＜その他＞ 

  ◎ 学級担任の先生から説明された各教科の学習をすすめる。 

◎ 配られたプリントやテスト（未習のもの）は、自学としてや

る。 

◎ 自主学習を１時間以上行う。（上の◎以外のこと） 

  〇 自分で取り組める家の手伝いを毎日する。（１つ以上） 

  〇 ５年生に関する NHK教育テレビの番組を視聴する。 

 


